
1 

公益社団法人日本シェアリングネイチャー協会	 2019 年度事業計画	

	
	

Ⅰ.概況 
	 1986(昭和61)年7月より日本で普及が開始されたネイチャーゲームをはじめとするシェ

アリングネイチャー活動は、2019（平成31）年で普及開始から33年目を迎える。	

	 世界的な情勢としては、気候変動やその他さまざまな要因により、人々が自然災害に晒

される機会が近年急速に拡大しており、日本国内においても、今までにないような規模や

頻度での自然災害による大きな被害が出ている。	

	 こうした地球レベルでの課題に対して、世界的な流れとしては、2015年9月の国連サミッ

トで採択されたSDGs（エスディジーズ	 世界を変えるための17の目標）を掲げた各種取り

組みが全国で始まっており、目標を達成させるための身近なアクションとして、誰もが行

うことのできるシェアリングネイチャー活動にも期待が寄せられている。	 	

	 また、協会を取り巻く情勢としては、改訂された“幼稚園教育要領”や“保育所保育指

針”において、幼児期における自然体験活動の重要性が謳われている。幼児期の子どもに

対する森のようちえんなどの取り組みも、一過性のブームで終わることなく、しっかりと

定着したことがうかがえる。2018年度に実施した「小さな子ども向けアレンジセミナー」

や「教員免許更新講習」においても、多くの参加者を募ることができ、幼児期への体験活

動や教育現場におけるシェアリングネイチャーへの期待や可能性を感じている。	

	 一方、普及の指標となる会員数については、本年度末も前年より減少する見込みで、会

員数を増加に転じることができず、いかに会員増に繋げる事業展開ができるかが大きな課

題となっている。	

	 また、2020 年には定年を迎えるスタッフがおり、新たなスタッフ体制の準備も必要とな

っている。	

	 こうした状況を踏まえて、2019年度は以下の３点を重点項目として取り組んでいきたい。		

	

1）ネイチャーゲームの社会的な価値を、情報誌やSNS、インターネット等を活用して広く

アピールしていく。	

	 そのために、従来の事業に加えて、SDGs関係のグッズ開発、幼児教育のためのネイチャ

ーゲームリーダー養成講座など、協会を取り巻く情勢とリンクさせた事業を積極的に進め、

これによりネイチャーゲームの知名度アップをはかり、会員の増加につなげる。	

	 また、より説得力をもって対外的にネイチャーゲームをアピールするため、年間のネイ

チャーゲーム体験者数のカウントを行う。	

	

2）2018年度から取り組みを開始している新規事業としてのシェアリングネイチャーウエル

ネス事業、新しい研修のスタイルである地域アドバンスセミナー、集客的にも好評を得て

いる教員免許状更新講習を定着拡大させる。	

	

3）事務局業務の整理をふくめて、新しい事務局体制の準備を始める。	
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Ⅱ.会員数およびネイチャーゲームリーダー養成講座の推移	

	 平成30年度（見込み）	 平成29年度	 平成28年度	

年度末会員数	 8,766名	 9,088名	 9,253名	

会員更新率	 86.1％	 85.8％	 85.8％	

養成講座回数	 73回	 78回	 71回	

登録者数/参加者数	 909名/982名	 1020名/1103名	 945名/1030名	

登録率	 92.6％	 92.4％	 89.0％	

3日間講座（参）	 49名/5回/9.8名	 63名/5回/12.6名	 84名/8回/10.5名	

2日間講座（参）	 399名/36回/11.1名	 424名/39回/10.9名	 390名/35回/11.1名	

出前講座（参）	 106名/7回/15.1名	 82名/6回/13.7名	 83名/6回/13.8名	

課程認定校（参）	 428名/25回/17.1名	 534名/28回/19.1名	 473名/22回/21.5名	

	 	 	

	 	 	 	 	 	 	  
Ⅲ.シェアリングネイチャー活動を普及することにより、人が自然を尊重し共生していく社

会の実現を目指す事業を実施する。 
	

＜シェアリングネイチャー活動普及のための体験会と情報提供＞	

	

【各種体験会、講習会等の開催】	

	 01）全国一斉シェアリングネイチャーの日	 	 2019年10月20日（日）	 	

	 02）全国ネイチャーゲーム研究大会	 	

	 	 	 2019年5月31日（金）〜6月2日（日）	 滋賀県にて開催	

	 03）教員免許状更新講習	

	 	 	 北海道	 2019年7月26日（金）〜28日（日）	

	 	 	 宮城県	 2019年8月	1日（木）〜	2日（金）	

	 	 	 東京都	 2019年7月31日（水）〜	2日（金）	

	 	 	 愛知県	 2019年8月15日（木）〜17日（土）	

	 	 	 岡山県	 2019年8月16日（金）〜17日（土）	 	

	 	 	 福岡県	 2019年8月	8日（木）〜10日（土）	

	 	 	 宮城県	 ※宮城教育大主催講習会の一コマとしてプログラム担当	

	 04）講師派遣	 	

	 05）受託事業	

	 06）体験カード＆シール発行	

	 07）事業保険加入	

	 08）シェアリングネイチャーワールドワイドへの加盟	 	

	 09）ネイチャーゲームおよび自然体験活動普及促進教材の制作販売	

	 	 	 ［SDGs関連グッズの開発］	

	 10）教材カタログの制作頒布	

	 11）地方組織開催事業支援	

	 	 （見本市セットの貸出、イベント情報ウェブアップ支援、広報用写真貸出）	

	 12）地域支援委員会（ブロック長会議）	 	

	 13）中期経営計画推進委員会	 	

	 14）助成金を活用しての組織支援（会員助成等）	

	 15）地方組織連絡会議（ブロック説明会）	

	 16）自然災害被災地復興支援活動	
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	 17）ネイチャーゲームモデル園	

	 18）シェアリングネイチャーサイトの募集と公開	

	 19）シェアリングネイチャー普及賞の募集と表彰	

	 20）海外研修ツアー	

	 	 	 ・アナンダ村シェアリングネイチャーツアー	 	

	 	 	 ・タイシェアリングネイチャーツアー	

	 21）シェアリングネイチャーウエルネスワークショップ（体験会）の開催	 5回	

	 22）シェアリングネイチャーウエルネスガイド養成4回	 研修2回	

	 23）シェアリングネイチャーウエルネスガイドのためのメーリングリスト（GNET）	

	 24）外部団体と連携した人材養成事業	

	 25）会員データベース外部サービスへの移行	

	

	 	

	

【情報誌やインターネットによる情報発信と広報活動】	

01） 情報誌『シェアリングネイチャーライフ』発行	 	
	 （スポーツ振興くじ助成金活用予定）4回	

	 02）普及用ツール作成（スポーツ振興くじ助成金活用予定）	

	 03）広報（展示・イベント・取材対応・引用申請対応・写真貸し出し）	

	 04）ホームページ等を活用した情報発信支援	

	 	 	 ［トップページの修正、SDGs表記、SEO対策］	

	 05）シェアリングネイチャーメールマガジン発行	

	 06）事例研究の募集と公開	

	 07）事業報告ホームページ公開	

	 08）年間ネイチャーゲーム体験者数カウント	

	

	

＜シェアリングネイチャー活動推進のための指導者養成＞	

	

【指導員養成】	

	 01）日本協会主催リーダー養成講座	

	 	 通常講座（平日開催講座、野外保育者向け講座含む）5回、	

	 	 3資格同時取得講座（ネイチャーゲーム、NEAL、メディックファーストエイド）3回	

02）他団体との共催リーダー養成講座	 1回	

	 03）都道府県組織主催リーダー養成講座	 38回（3日間3回/2日間35回）	

	 04）課程認定校リーダー養成講座	 26回	

	 05）オーダーメイド型リーダー養成講座	 10回	

	 06）インストラクター認定講座	 3回	

	 07）コーディネーター養成講座（研修講座と合わせて開催）5回	

	 08）講座講師認定講座	 １回	

	 09）トレーナー認定講座	 1回	

	 10）指導者養成委員会	 2回	

	 11）安全対策委員会	 2回	

	 12）会員データベースと連動した登録システムの整備	 	
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【指導員研修】	

	 01）アドバンスセミナー	 	

	 	 	 安全対策セミナー	 1回（東京都）	

	 	 	 戸隠忍者キャンプ	 1回（長野県）	

	 02）地域アドバンスセミナー	

	 	 	 キッズネイチャーゲームセミナー	 6回	

	 	 	 安全対策セミナー	 2回	 	

		03）インストラクター研修講座	 	

	 	 	 	 日帰り	 2回	

	 	 	 	 宿泊	 	 1回	

	 04）トレーナー研修講座	 1回		 2019年12月6日（金）〜8日（日）	

	 05）公認ネイチャーゲーム指導員報『自然とわたし』発行	 1回	

	 06）インストラクターニュースレター発行	 2回	

	 07）コーディネーターニュースレター発行	 1回	

	 08）メーリングリストの運用	

	 	 	 ①組織のためのメーリングリスト（TNET）	

	 	 	 ②インストラクターのためのメーリングリスト（INET）	

	 	 	 ③コーディネーターのためのメーリングリスト（CNET）	

	 	 	 ④講座講師のためのメーリングリスト（KNET）	

	 	 	 ⑤トレーナーのためのメーリングリスト（JNET）	

	 09）地方組織開催研修会支援（フォローアップセミナー等、新人キャンペーン継続）	

	 10）リーダー養成講座フレッシュアップ受講制度	

	 11）表彰審査委員会	

	


